

































キーワード：１. 英国､ ２. ガーデニング､ ３. モラル､ ４. ジョン・クローディア









ジョン・クローディアス・ラウドン (1783－1843) は､ 外国から英国に新しく移入されたエキゾチッ
クな植物について新しい植樹スタイルや造園方法の提案を行った｡ さらに､ ラウドンは富裕層から庶
民まであらゆる人々を対象に､ 住居の快適さとまわりの自然環境を生かした新しいライフスタイルを
提案し､ デザインし､ 実際のプランとして示した｡ 人生の後半では､ ラウドンは､ ジェーン (1807－












スト教会関係者､ 貿易商人たちであって､ その地域で最も裕福な階層ではなかった｡ それに対




ると英国の歴史学者キース・トーマスは紹介している (トーマス, 1989：318)｡ 英国は､ ヨー





園芸には､ 貧しい労働者を教化する力があると信じられ､ 人をわが家につなぎとめ､ 几帳
面さと優雅さのたしなみをひろげてゆくと考えられていた｡ ……手入れのよい田舎屋の庭
は､ 眺めも美しかったが､ 社会的満足を再確認する象徴でもあった｡ ……花卉展を催せば､
農民のモラルの向上につながるだろう (トーマス, 1989：354355)｡
トーマスがのべるように園芸の思想と実践はモラルと結びついていた｡















造園方法の提案を行った｡ さらに､ ラウドンは富裕層から庶民まであらゆる人々を対象に､ 住
居の快適さとまわりの自然環境を生かした新しいライフスタイルを提案し､ デザインし､ 実際
のプランとして示した｡ 本稿ではラウドンの実践を紹介し､ どのような哲学とモラルがあらわ
れたのかを考察する｡ 人生の後半では､ ジョン・クローディアス・ラウドンは､ ジェーンとい




) 温室をめぐって､ ) ラウドンの多岐にわたる活動：園芸雑誌の発刊､ 樹林園から庭園墓
地のデザインまで､ ３) ピクチャレスクを超えて：庶民の住宅改良について紹介する｡ Ⅲ章で
はジェーン・ラウドンの視点からジェーンがどのようにジョンとパートナーとして生き､ ジョ
ンから受け継いだ思想を実践したのか､ １) ジョンと出会うまでのジェーンの作家としてのキャ







































ス	､ リチャード・ペイン・ナイト 	!､ ハンフリー・レプトン
"	 といった当時の高名な風景論者の考えを参照しながら授業が進められた｡ ウィ



























































温室技術開発の先駆者であるラウドンは1824年に 『温室の手引き  !"#$%














































































ラウドンはロンドンのような大都市には､ 計画的に緑地帯 (グリーンベルト) を配置するよ
うな都市計画を提案した｡ さらにロンドンの周りに衛星都市を計画的に配置することを計画提




















 !"#$%"』 (1980) において英国のピクチャレスクな絵画に描き込まれている貧民の
悲惨な生活状況について指摘している｡
ラウドンは小屋 (コテージ) に住む労働者の悲惨な住環境に目を向け､ より快適な生活を提
案するデザイン集である 『小屋 (コテージ)､ 農場､ ヴィラの建築と家具についての百科事典
１・２巻&'()*+),&*-)-.』 (1832/












ジェーン・ラウドン (1807－1858) の人生は､ ビア・ハウ	23	による伝記 『みどりの
指をもつ女性：ジェーン・ラウドンの生涯4'56*74.』
(1961) に描かれている｡ この伝記は1961年に､ 庭園についての雑誌を発行している出版社カ
ントリー・ライフ89:;<=>	社から刊行された｡ ジェーンの伝記のタイトルにある ｢みどり
の指?		>=?	@｣ とは､ 英国に独特の表現で､ 生まれながらにして植物を育てる園芸の才能












の物語｣､ ｢歴史と年代記の対話 !"#!!#!$ %!!!$｣ な
どの習作を重ねた (!&'1961)｡
ジェーンは､ 1827年に３巻の大作となる小説 『ミイラ()**』 を発表する｡ これは物語の
舞台を未来の22世紀に設定した空想科学小説であった｡ 小説では､ 独身主義者の女王がおさめ
る社会で､ 社会改革主義者､ 発明家､ プランナー､ 労働者が風刺されている｡ 文明が極度に発
達したなか､ 神秘主義的信仰や偶像崇拝が行われる社会が小説では語られている｡ この小説で
は､ ジェーンは､ 煙に全く汚染されない方法を開発したロンドン､ テムズ川にそって階段状の
公園が設置されている都市の未来像を描いた｡ 当時まだ､ 実際に未知のものであった機械式の
芝刈り機の詳細についてジェーンは描き､ 空気で膨らませることのできる馬の動力などを小説
の中の発明家は産み出した｡ ジェーンは､ これらの知識を､ 子どもの頃､ ビジネスマンの父親
や友人のエンジニアたちが､ 最新の工業技術について話す食卓での会話に耳を傾けることから
も得たといわれている｡
ジョン・クローディアス・ラウドンは､ 小説 『ミイラ』 を絶賛した｡ ラウドンも寄稿してい
た雑誌の編集者のウィリアム・ジョーダンに頼んで､ 『ミイラ』 の作者とあって､ 小説の中に
描かれていた芝刈り機などの農業機械の構造について詳しく語り合いたいと願った｡ 実際にジョ




ジェーンは､ ジョンとアグネスとの生活の中で､ 植物学､ 園芸､ 庭園についての知識をジョ
ンから吸収した｡ ジェーンは､ 『女性のための植物学,-	./00)1	)23





















に庭園をつくった｡ ジョン・ラウドンが著し､ ジェーンが改訂した著作 『ヴィラの庭師：郊外
のヴィラ住宅の選択に向けて   
! "#$"%&'()"*$+,&'-'. /010"1 $























ラン｡ (出典：	(1850)  
! "#$"：135頁)
イニングルーム ()､ 書斎









た｡ ラウドンは､ 著書 『温室の




















果樹､ 野菜を植えた｡ この庭は､ ラウドン夫妻と娘アグネスで､ 計画的に世話をした｡
ジェーンは､ ３ポーチェスター・テラスに新婚の花嫁として23歳でやってきて以来13年間ジョ
ンとともに３ポーチェスター・テラスを我が家としてはぐくみ､ 家事全般をとりしきって暮ら









































































ニング・ルーム (図９の２の部屋) には､ 明る
い日差しがふりそそぐようにしなければならな









くつか置くようにとアドヴァイスした｡ ゼラニウム２鉢､ 大きなヒメツリガネ 
	






康を害する｡ ジェーンはタペストリーの代わりに壁を好みの色に塗るか､ もしくは､ 明るい壁
紙を貼るようにとアドヴァイスする｡










Ⅳ. おわりに： ｢庭らしい庭｣ ガーデネスクをめぐって
ジョン・クローディアス・ラウドンの名が造園に関して後世まで記憶されるのはガーデネス
ク	
の提唱者としてでもあった｡ ガーデネスクとは端的にいうと ｢庭らしい庭｣ (川
崎, 1991：179) で､ ラウドンがはじめて1832年に 『ガーデナーズマガジン 











にもてはやされた｡ これはエドワード・ケンプが 『小さな庭のつくりかた 
!"#$!%&"'』 (1850) で提示したケンプによるガーデネスクの解釈であり､ 本
来のラウドンの意図することからはずれていた｡ ヴィクトリア時代にガーデネスクはラウドン
自身の意味するところをはなれて広まっていった｡ 『オックスフォード庭園事典 ()*
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